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FAX・押印の原則廃止に取り組んだ
学校の割合 50% 100%

不合理な手入力作業の一掃に取り
組んだ学校の割合 100%

クラウド環境を活用した校務DXの徹
底に取り組んだ学校の割合 50% 100%

3.学校から保護者へ発信するお便
り・配布物等をクラウドサービスを用
いて一斉配信している学校の割合

50% 100%

9.１人１台端末を児童生徒に持ち帰
らせ、家庭で利用できるようにしてい
る学校の割合

50% 100%

16.職員会議等の資料をクラウド上で
共有しペーパーレス化している学校
の割合

75% 100%

教育委員会及び学校が教育DXを推
進する際に取り組むことが望ましい
項目を実現する上で障害となる課題

教育委員会及び学校が教育DXを推
進する際に取り組むことが望ましい
項目を実現する上で障害となる課題
の解決策

校務系ネットワーク・システム等の現
状分析や、望ましい校務の在り方に
関する検討の計画

【原村】　校務DX計画
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・クラウドツールの未活用やFAXで
のやり取り・押印の見直し、不合理
な手入力作業の一掃について
は、校務の効率化・ペーパーレス
化の大きな阻害要因になっている
ものであることに十分留意するこ
と。
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クラウドベースとはなっているが、自宅から校務サーバーのアクセスが出来な
いこと。



学校における校務支援システムの更新や導入において、国の次世代の校務支援デジタル化実証事
業の成果を参考にしながら、校務系・学習系ネットワークの統合やクラウド環境での校務の実施等を
視野に入れて検討を進めていく。



・教育情報セキュリティーポリシーの策定を令和7年度中に行い、学校・教職員へ周知する。
・児童・生徒・保護者に向けての情報モラル教育を繰り返し行い、意識の向上を図る。


選

択

項

目

・自治体として力を入れたい内容
をリストから選択する。
・選択肢はGIGAスク ール構想の
下での校務DX化チェックリストの
34項目より作成。自己点検の結果
等を踏まえつつ、教育委員会及
び学校が教育DXを推進する際に
取り組むことが望ましい項目を実
現する上で障害となる課題を選択
する。


